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1995年も後残りわずかG 井戸端だよちも今年最後の号をお届けする時期となりまし
た。 1995年は本当に色々なことがありました。故才師;震災をはじめとしてオウムの一
連の一事件等など 6 ・局命。 O 色々考えさせられた l年でした。

さて、私たちくらしの学習会の工年を振り返ってみますと、今年は、大きな柱の議関連
の活動、それに新たに異文化との出会いを初めとするさまざまな出会いをコーディネート
するという試みを加えて活動してきたように患います。との新たな試みは、私たち自身の
ためでもあるのですが、さらにまた択世代を担う子棋連にもその中から荷かをつかみとっ
てもらいたいという麟い方をきめられているのです。そういえば、泉の活動も、 「この美し
さを誌の代まで残したしりという患いから始めたことでしたね。環境持題iこしても、ゴミ
の問題にしても、子供達を巻き込んだもので設い限り余り意味が設いのかも知れません口
以下、[聴を追って活動の報告をします。

調。コ町長のー穀鷺簡め答弁後の泉iこ関しての進展状況を知りたくて9月末、富Jの産業課
;こ暫蓄しました。一度会ってお話をうかがいたい旨伝えたところ、今回世快諾を得、 10
月9日1時半から産業課課長と会う機会を持つことができました。当日は、 1持;こ会員6
人が時読会館に集合し、一応意見調整をした上で役場へ行きました。そして、 三カ村泉
に関してのお醸~\J と題して私たちの意見を書面にして提出しました。また、白形さんの
播いたイラストも護しました(探全方法の一案として}O

よ♀亙Jl_邑 1時半~
(課長とのやりとりの一部から)
泉については、今どういうヰ知見にあるのですか。進展状況は?、

町長が答弁したからといってf!fl進むもので、はない。求利組合の芳、晃
もあるし、学者その舶の意見もある。意見の五躍警に苦慶している。

泉0)保全のために作った絵l立がき5足踏があるので、とれをなんらかの形で役立てても
らいたいのですが。ゴ、ミ掃除とかに能ってもらうのはどうでしょうか。

e ・‘・‘ゴミ掃除は国1カ埼えていることなので¥あなたたちはそんなことに
梗わず自分通のj舌動iご{買ったらどうか。

結局、具体的にどこまで進んでいるのかは課長のじからは聞けずじまいでした。しかし、
ゴミの掃除など向か具体的に決まりつつあるような印象を受けました。荷とも歯切れの悪
いお話だったと記憧しています。

よ♀丘16旦
10月例会を兼ねて、§月25日に予定していて延期と怠った「大木めぐり j ，こ出かけ

ました。

二大ムさ

今年も台風に見舞われず、 71¥不思もそこそこ、お米もまずまずの豊作で、私事ピャクシ



そナリ」ーとヲ二ヤ?イブードレエ之、を者ました

よく鰭れた秩のl目、インドのとうさん、中留の郭さんを交えて「それぞれの国の衣装
を交換し、体喚してみましょう J という襲まりに参加しました。
誓って申しますが、電話で誘っていただいた時は f本場のサリーやチャイナドレスを拝

見しだしりというそれだけの気持ちで、訣して実擦に手を還してみたいなどという大ぞれ
たことは考えていませんでした。ぞれ怠のに、いざ色とりどりのサリーや真っ á~主シ
にt議題な刺績を越し，たチャイナド 1/ スを見ている舟に真っ先iこ f私、蒜~\サ lj ーを着てみ
たいJt叫んでいました。

蔀いTシャツの綾なブラウスと薄紫色の口ンゲスカートを先ず着用し、その上
からヒうさんが、ある時拡夕、ソクを取り、ある時はプリーツをたたみながら、 140cm輔
6mの美しい絹の講生;のの布で、私を毎み込んでいきます口
最後に肩のところをピンでとめ、欝lこ鱗りをつけてもらって完成」です。だんだん姿が変

化していくのもさることながら、タッケを一つ布をひとまきしてもらうごとに、 lむがだん
ん華やかに浮ぎ立っていく自分仁驚いてしまいま
そ0)七震にはGさんの手で、ヒうさんに:主主義の絞り、郭さん:こはi蒸発のりん?のま;振結0)

蕃{すけも終わり、お二人ともそれよぞれにとってもよく
ってもらった畿、少々名掛苦しい気持ちを譲りって、すり



お正月やお祭りに、
でしたつ

しかし、現実は蕗しく、東京で、学生生活を送る鶏を持つ身i立、送金の為皆さんより一足
お先に失礼しなけ札ばならず、その後のもっと楽しかったに違いないお食事会に参加でさ
なかったこと泣今もJ己犠つでもれ

今まで、サリーやチャイナドレス辻私にとって本当に遠い容在でした。でも実擦に着てみ
ると、持の違和感も‘むく身lこなじみ、改めて手伝童はアジアの仲間なんだと感むたことで
した。サリーもチャイナ?ご./スも着物ち、それぞれに長い長い時(})i荒れを経てっくりあげ

した美しさでした。

ち侍よりうれしかったのは、新しいJ.)友達どの出会いの場に参加できたこと、 i自
しい一面を発兎できたこと、で

く在、さったTさんにt心から感謝!
(K 0) 

よよヰよ旦午?麦マ時~ fモミの木j にて
青年識外協力縁OBの話を撞こう・也前号でもお知らせしたこの企題、ついに実現

の運ヴとなちました。(出会い塾誕生の日)

Jいよ主ぷ脳卒いよ三~，，~，"@<明、主主主語込ょヰヰミミ

自分自身の手や足や日や耳を寵つ'て、確かな何かを架惑し る、そんな生き方を
している人に出会いたい。
そんな気持ちから、今日は捜部羅ーさんをち呼びしまし りま 連議

、必ず一言itしゃべりましょう。
ということで度議会をしました。出席者ほJO入、若者も4人出席してくれました。
次のような整問が出ましたG

。者年*f寄タト協力隊に、いつ頃行こうと患いましたか?
(20議頃)

Oどうやって、その方法を知つなのですか?
d議場の先輩や友達から蹟いた。)

く時の状態は(健震直や費問面等);まどうでしたか?
費用は留から出る。}

苓米下ミニカ共和国)に行ってからはいつ墳かち会話ができ乏の?亨か?
{出発する誌に日本国内で三ヶ月間の研;慢があっ‘乙言葉を教えてくれる。)

ましたか?友達をつくるコツは?
{現地!の人と生活を共にするのだから、すぐ沖簡になれた。)

0 日本に掃ってから、就職はどうでしたか?
(青年i砂L協力隊のOBが世話をしてくれた。)

Oこの経験で何が役に立ちましたか?
1視野を持てた:。友達が位毘 Jにできた。すばらしい経輔ができた。)

O いことは何ですか? ー
(もう一度行ぎたいc)
したq とてち楽しし まし (K sk} 



じ三百安否定主主主廷百
三カ村泉の保全;こ部わる重器町の対応が一部明らかにされました。

・・以下、その概要をお知らせします。
11月7日
北野田地区町政懇談会において、"三カ村泉"のことで質問が出され、町長が答えまし

た。また、その内容が回覧されました。

r 町長の答弁によると-
三カ村泉のコンクリート工事について、iL200メートルの堤の内、既にコンク;

:リート打ちしたものを除き、少なくとも400メートルは現状を保存するu

尚、ゴミなどを捨てる人がいるため、近くバリケードを張る予定があるo Jとの報;
j告でした。

一一一バリケード? の言葉に驚いて一一一一一一
11日148
くらしの学習会としては、事実を知りたくて、三か村泉のことに詳しい町議の高須賀さ

んを臨んで話を聴くことにしました。
・・・・・計画はどこまで進んでいるのか?

*泉の中はそのままにして、ゴミを捨てるので、フェンスを張る計画を進めていると
のことでした。

二!?こて沼4塞くらしの学習会からの要望とじて、
フェンス等を張るのではなく、{告にもっと良いもので、景観なども考膚した方法を

考えて欲しい。
住民全体の共有財産として、町が買い取って公園化{そのままの形て切)する方向

で進めて欲しい。
第156自の町の定例議会において、諸伏i議員のー殻質問にもあったように、"自

然公園野それはまさに生物が生息しやすい環境て噌議していく方法で進めて欲じい。
学校における環境教育の場としても貴重な泉を、よりよい在りようて残して欲しい。
栓訪町では、住民の要望を行政が取り上げ、町会混有地を買い土;ア、泉を利用して

公原作りをしているとのこと、重信町でもそ¢方法は可援なのでは右いか。
松前町では、公園江漕理は町カ清い、水は改良区の人たちのものとして取り組んで

いるとのことである。
重信町においても、住民参加の公国作ちへと広げて行くことは、宗や水への関心を

高め、ひいては環境全体への関心も高めるのではないか。 (H. M) 

1lfl20臼

1 1月例会 県立博物館の千葉さん、総務委員の町議山内さんを囲み、"泉のよりよい
あり方をめぐって"話し合いました。山内さんが、事前に行政側の計画を確認し、当布踊
正予算でフェンスを張る計画であったのを一時ストップしてもらい、具体的な方法につい
て私達も意見を出し、町長もそれを聴い-てくれるように取り計らってくださった。

今後、私達としては、町長と泉を見に行った学者グループ、泉の自然について巌初にそ
の存続の危機を訴えた橋先生・桑田芳生、泉(})生物調査を続けてこられ，疋千葉さん、泉を
こよなく愛してきた自形さん、Jii景色研究会の大森先生等などのご意見をうかがい、私達
としての泉の具体的な整備の仕方の案を町に提出する予定。一度、町長、担当課、水平I民E
合、各界の専門家、私達が一堂に会し、泉の今後のあり方について話し合いを持つ機会を
つくるよう町に申し入れるつもり。

-4-
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u.丘ヰ具、午前中拡大事事先生〈愛媛大学農学部教聾/昆虫がご

専門、以議iこ重信関I長iこ泉課全について提言されたグループの中心

お一人〉午後には、檎 先生 (r毎日本告訴、史研究所長、野村町に

蝶の楽麗を作られ、また、愛接自然科学教室の生みの親でもいちっ

しゃいます〉告たずおましたり

合午前の蔀

総勢e名、お天気にも憲まれ、意気揚々とでかけた私達を鶴子郁子ヤ

ンパスのアメリカ舗の大騒が出違えてくれました。以下、大J体先生

むお話しをかいつまんでお知らせしまフ G

O関題点、あるいは肝心なこと

争泉は、 F号本としての存在が第ーであること。

場争泉の社報みが、持れない水系を課ち、それは町的鉱産である事。

争泉と;水路は鵠り重量せない関語〔本;の読むの時離が必要〉

争罷き水のある臼の方がゴミ捨て場 つ仁1.'由

争これ以上、虫たちのすみか者追うことはない白

争(専門の立場から〉靖読にすむナベブタムシがいる。蛍にして

も、もう勉には住めなくて、辛うじてここに住んで、いる守とる

にた告ないと盟、われるかもしれないが、虫が住めないなら入も

住めなくなるりは必至骨

争{留りの居期iこ迷惑1)国んiまや娼は単純生態系、そめそば奮い、

泉を留む草むらがあ号、そこは害虫を食べる多諜屯虫の控みか6

0具体的解決法

Oゴミ誌とりのぞく G ゴミを捨てられ屯いような工夫。

。形態としては、鞠原棄との中額的な方法で管理されれば自

く〉事業主体拭町由文化遺産としての家にならなけ牝

離続

d 
b 



交午後の

檎先生のお宅のシンボル、母おのきが皆のお宮当てで、この本iζ

会えるのを皆が楽しみにしている。本i乙耳を当てて、手で触れて、

ここに来ると不思議に皆、子どものようえま気になるらしいむワレに

かえるのかな。

先生iこ、泉属辺的整錆について実行司能な具体的なアドパイスを

お欝いします、ということで、以下、先生のお話しをお伝えしまフ日

争ゴミ腕止には輔が必要。できるだけ白熱にマッチしたものを。

くフェンス iまどうですか?)穎自の大きさが開題、あれでもなかなか

臼光をさえぎるんです由韓原哀のような蝿くい開がいいんじゃ設い

すか告あれはまくらぎですが、く暫;材でなかなか丈夫です自でも

調達や扱いがちょっと大変ですから、間伐材立どどうですか。

争本を植える主主ら、

クヌギ、ムクノキ、エノキ、アキニレ、

クヌニドはまた生えてくるからきっても

争密葬去に任す自自銭む世界誌弱肉強食。

争在来構物iま乾操iこは弱いから下草iまおいておく。

レ刀シG

ままでいい岱

e黙の生態系は誌とんどすでに壊れている。人関のまわ号から、ま

ず、イエネズミがいなくなって、つ

はモグラのばんです自残留農薬の -(了フ世

、カエル志言、つ

昆虫が食べ

J¥ 、

る、それ吾イエネズミや、ヘピや、カエルがすこベる告農薬の濃皮は

とりこめば濃くなる、それをどんどんく号かえすわけだから。

⑨泉のことは泉だけでは鰐わら註い、呂黙全体のことを考

修@先生にお会いするといつも持からウロコ

々

も向かしな

¥¥しずこく

w

つ そ:王、
F 
Lノ」、
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いずれの先生からも、時三カ村泉の自j警は、愛媛県のみならず日本中を見捜しても併を毘
ないほど素晴ろしいもの晴とのお墨つきをいただきました。ぜひとも守りたいとの患いを
新たに帰路につきました。一度壊したら元に誌戻ちない。だから今が大切なんだよ担。

いつもくつつき虫の様に参加している私です。でも、色々な先生方とお目にかかる
もチャンスが多〈、とても有意義な時間が過ごせ、勉強にもなります。

ここ最近、 f三カ村泉」保全の為に、町会議員の方、大学の先生、自然に詳しい先
生方など多くの方々のあ話を開くことで、自然を保全していくごとの大切さや大変さ弘
iがよく解るようになってきたみたいです。
! 重信町は、まだ自然ヰ婦がいっぱいある、と地元の方はいいますし、私もそう思つ
iていましたが、人工的な自然ばかり多くて、本物は少ないのです。

その本物の一つが「三カ村泉j だとしたら、やはり重信町民の貴重な財産として
残して欲しい。そう思えるようになったのも、色々な方の話を聞いたおかげなのでは
ないでしょうかo

i r三樹泉」は今、保全の方向で進みつつあるようですし、私にもできることがある
!のならお手伝いしたいと思っています。 (A'M) 

色々な人から色々なお話をうかがいました白

12月18日
12月例会で、私達が町に提出する意見のまとめを行いました。

その結果

私達くらしの学習会としては、次のように意見をまとめて町に提出するつもりです。

三s 村泉は、日本中見渡しても数少ない貴重な自然の宝庫である。従って、町は、
主体的にこの泉を守るべく努力して欲しい。
その際、なるべく手をいれずそのままの形で残していって欲しい。
北側の私有地の部分は町が買い取り、いつまでも町が保全できるように所有権を確

保して欲しい。
今あるゴミは、取り除かなければならないが、その際も自然の環境を変えないよう

に思慮して行って欲しい。
注意すべきこと・・・下車などは残しておく(地面を露出させないように)0 

イバラ、ツ夕、カラスウリなどは、根をとらずに上を切る。
木は切らずに、現状のままで

ゴミ防止策として、フェンスを張るという案が出ているが、フェンスは、日照をさ
えぎ勺、またったなどがからみ手に負えなくなる。また、一旦ゴミが捨てられれば、
ごみ捨て場と化し、しかも、今度は取り除くのが大変となるので望ましくない。
できれば、重信町の間伐材を使って杭を打つの力主望ましい。その際、町の40周年

の行事として、町民全体に呼びかけ、町民参加の柑了ち等を企画するのも一案である。
この方法によれば、町民の自然に対する関心を高め、ゴミ見捨て防止の啓蒙にもな

り、一石二鳥である。杭は、 10年くらいで打ち直さな付れiならないが、ぞれも、
再啓蒙の機会と考えれば、意味のあることである。渇!高バ事滝ld，府今U:，・ 1ft.~.1 
文化財としても貴重な三カ村泉の歴史的な意味を記した看板を立てるのもよい。

-7-



整備の方法については、短絡的に決めるのではなくて、町関係者、水利組合の入、
各界の専門家{例えば、昆虫などの学者グループ、県博ヰ雄官で泉について調査してい
る人、生態系についての専門家、}ff景色研究会のメンバ一、自然観察会のメンバ
ーなど)、泉に関わってきた私達のようなグループが一堂に会しじっくり意見を交換
で、きる話し合いの会を持った上で、決めて欲しい。町が責任を持つてなるべく早く話し
合いの会を開き、具体的に進めて欲しし¥0

i知体一T町、中一山町付を町一まiI1 12月18日

1思ったより簡単。でも中身は実に時間をかけて丹念に作るということが解りました。 i
田空の貯のおいけったこ山席できなかった方残念でした。作坊を知りl

:、レシピがありますので、林までお申し出下さい。 I

~ /・・・ちょっといい話・ e

我らが会員、葉地さんと八木さんがこの度、本を出版しました。 rf士事つてなあにj

県内在住の余り知られていない仕事人にインタピ、ユーしてそれをまとめた本です。とても
すてきな本です。くらしの学習会がきっかけになっている本で、す。ぜひ、読んでみましょ
う。 創風社 1， 500円各書屈にも置いてありますが、著者のサインλりの
力主欲しい人は、直接著者までご連絡下さい。 (964-0387菊地 964-7157八木)
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泉に関する意見書を町に提出する。
出会い塾開催・・・インドめヒうさんを予定
1月例会・・・・・・ 1月22日 1時半~
その他随時気の向くままに集まる

会選議室 (1995.1~1995.12) 
収入の部
前年度繰越金 36，455円
会費 3 O. 000円

収入合計 66，455円

果号i合計 29.526円
(次年度織越予定)

会員募集 (随時受付)
会員2千円、購読会員千円
問い合わせ先:964-6956林まで

三三袋
支出合計36，

-・・・・・・・

800円
390円
480円
740円
000円
960円
800円
060円
300円
198円
三♀121
929円 ぐy6ヤ}

編集盆記 なんだかとっても充実した1年だ、ったような気がします。泉も、少し進展し
だし、異文化体験もおもしろかったですね口出会い塾も・・・・。みんなのやる気がうま
くかみあって動いているようです。今年かち始めた例会が功を奏しているのでしょうか。
出会いが出会いを生む・・・菊地・八木著の本じゃないけれど、それを実感できた工年で
した。
来年も宜しくお願いします。 (T. H) 
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